
大学･短大･大学院の設置認可・届出の新展 2004 年７月３１日(土) 
司会  増栄  愉（21 世紀総合教育研究機構 理事・事務局長） 

時 間 講 義 項 目 
10 ： 00
～10：10 

□ 主催にあたって 
21 世紀総合教育研究機構 会長（元大学設置･学校法人審議会 会長）   浅田 敏雄 

10：10 
～ 

11：20 

□ 大学の設置認可の最新動向と課題 
～教学面を中心にした主要な改正事項～ 

文部科学省   鈴木 敏之 
１．設置認可制度の概要 
２．設置認可の弾力化とその運用 
 (1) 法令・準則主義と構想審査  (2) 教育課程・教員組織・教員判定のポイント 
３．設置審査プロセスにおける主要な観点 
 (1) 認可時における書類・面接・実地審査のポイント 

(2) 年次状況報告・完成年度アフターケアのポイント 
４．届出制の現況、その成果と課題 
５．最近の新しい動き～株式会社の参入など 
６．新たな質保証システムの発足と課題                  〈質疑応答〉 

11：30 
～ 

12：40 

□ 寄附行為変更認可等に係る審査基準の詳解 
文部科学省   大高 弘士 

１．私立学校法改正について～改正の概要 
２．審査基準の概要～審査の主な観点 
３．学校法人分科会の審査プロセスにおける主要な観点 

(1) 面接審査・実地調査のポイント  (2) 完成年度アフターケアのポイント  (3) 計画変更の取扱い 
４．その他                               〈質疑応答〉 

昼 食 

13：30 
～ 

14：30 

□ 大学設置行政の転換と質保証 
法政大学   清成 忠男 

１．事前規制から事後チェックへ 
 (1) 市場重視  (2) 設置の準則主義化  (3) 第三者評価の義務づけ 
２．第三者評価の意義 
 (1) 市場の評価  (2) 市場の失敗（情報の非対称性）  (3) 専門家の評価が市場の判断を助ける 
３．設置自由化の政策効果 
 (1) 設置バブルの発生  (2) 大学とは何かが問われる  (3) 株式会社立大学の問題性 
４．事前規制と事後チェックのバランス 

(1) 事後チェックの効果  (2) 市場重視とセイフティーネット  (3) 事後チェックの社会的コスト 
むすび～大学設置自由化論の是非                     〈質疑応答〉 

14：40～16：40   ［討 議］ 

□ これからの大学設置・学校法人審査とその運用 

〈 パネリスト 〉 
丹保 憲仁 

放送大学 
黒田 壽二 

金沢工業大学 

荻上 紘一 
大学評価・学位授与機構 
関根 秀和 
大阪女学院大学 

〈 論 点 〉 
認可か届出か／設置の趣旨・目的と構想審査 

準則主義／学位の種類及び分野の適合性／教員審査の省略 
質の保証／認証評価（機関別・専門別）の実効性 

学位の国際競争力／専門職大学院の審査 
学校法人の適格要件／設置経費と自己資金／定員管理の扱い 

構造改革特区の評価／学校設置会社の審査 
是正措置／設置者変更／セイフティーネット ほか 

〈質疑応答〉 

16 ： 40
～16：50 

□ 閉会のあいさつ 
21 世紀総合教育研究機構 理事長   久保田 宏明 

 


